


複数案（ルート帯と構造）の比較評価（案）を提示します



湾岸地域は人・モノの流れが集中しています
慢性的な交通渋滞の解消が喫緊の課題です

今後も港湾機能の機能強化や物流施設等
の立地が計画されています

千葉県パンフレットを基に関東地方整備局作成国道357号 船橋市浜町2丁目付近

出典：千葉県広域道路交通ビジョン 千葉県広域道路交通計画
（R3.6 千葉県）※概ねのルートを示しているものではない

出典：関東ブロック新広域道路交通ビジョン・計画（R3.7 関東地方整備局）
※概ねのルートを示しているものではない
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図 道路事業の流れと検討対象範囲（構想段階）

新湾岸道路
有識者委員会

[学識経験者]

＜事務局＞
国土交通省、
千葉県、千葉市、
市川市、船橋市、
習志野市、
市原市、浦安市

計画検討の発議と
プロセスの明確化

課題の共有と
道路計画の必要性

の確認

複数案の設定と
評価項目の設定

複数案の比較評価
（計画段階評価）

概略計画案を選定し
対応方針を決定

概略計画の決定

地
域
の
皆
様

・特設ホームページ
・ニューズレター

情報提供（概略計画案、対応方針）

意見・ニーズ等の把握（※）
・アンケート（特設ホームページ）
・オープンハウス(パネル展)
・関係者ヒアリング など

意見・ニーズ等の把握（※）
・アンケート（特設ホームページ）
・オープンハウス(パネル展)
・関係者ヒアリング など

・特設ホームページ
・広報誌、新聞広告、ラジオ

情報提供（計画検討の発議）

・特設ホームページ
・ニューズレター
・オープンハウス（パネル展）

情報提供（複数案・評価項目の設定）

・特設ホームページ
・ニューズレター
・オープンハウス（パネル展）

情報提供（プロセスの明確化、課題の共有）

＜計画検討手順＞

計画策定者（国土交通省）

検討の進捗

に併せて

開催

・助言
・プロセス
検証

双方向コミュニケーション

第１回新湾岸道路有識者委員会の様子
令和６年８月２日開催

※新湾岸道路に関するご意見は、
特設ホームページへいつでも提出いただけます。

出典）道路行政の簡単解説 1.道路事業の流れ、国土交通省ＨＰを元に作成

今ココ

※「道路計画策定プロセス」とは、透明性、客観性、合理性、公正性の向上を図るため、
地域の皆様との密接なコミュニケーションを通じ、地域の理解や協力を得ながら道路計画を策定するプロセス

第２回新湾岸道路有識者委員会の様子
令和７年５月２８日開催

新湾岸道路の概要・進め方

第３回新湾岸道路有識者委員会の様子
令和８年８月４日開催



第２回コミュニケーション活動・千葉市ワークショップで頂いたご意見

※構造は概ねの位置を想定

【出典】国土地理院地図を加工 【出典】国土地理院地図を加工 【出典】国土地理院地図を加工
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【出典】国土地理院地図を加工
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●湾岸エリアの走行速度 朝夕の時間帯を中心に走行速度が低下しています。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

③

●新湾岸道路を作ったら？ 既存道路の交通量が減少し、渋滞の緩和が期待されます。

（算定の考え方、方法）
〇将来｢整備なし｣の場合は、将来の社会経済情勢の変化※１を踏まえた交通モデルを用いて配分解析(シミュレーション)を行い、既存の幹線道路の交通量の見通し(2040年の将来交通量)を試算。
〇試算された交通量に対し±10％の変動幅を乗じることにより感度分析※２を実施。
※１ 社会経済情勢の変化:国内総生産（GDP）、人口、就業者数、免許保有率、自動車保有台数、道路ネットワーク、道路の構造規格 等
※２ 感度分析（±10％）:費用便益分析マニュアル（令和7年8月）における感度分析（基本ケース値の±10％を変動幅）より引用
〇｢整備あり｣の既存幹線道路の交通量見通しは、現段階でＩＣ等による接続位置が定まっていないため配分解析が困難なことから、道路整備の事例を用いて、新設道路への交通転換に伴う既存幹線道路の標準的な交通量の減少率(減少幅)を上
記の将来交通量に乗じて試算。

○本図の整備後交通量は、整備ありの状況を可能な限り定量的に表す観点から、他の類似事例における交通量減少率（概ね2～3割）を参考に算出した試算結果であり、実際の交通状況や道路条件等により変動する可能性がある。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

主要な道路で死傷事故率が高くなっています。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

【出典】 交通事故データ （H30-R3政令市一般市道以上データ）

既存道路の交通量が減って、事故の低減が期待されます。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

1,785～1,461

国道３５７号（湾岸千葉地区改良）の整備により事故件数は？

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

外環道（千葉区間）の整備による交通量の変化は？

その他の既存道路の交通量減少事例は？

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用
「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。



啓開必要延⾧被災地の防災拠点
(物資輸送拠点)
（緊急輸送施設）

広域防災拠点
（救援部隊）

支援
ゾーン 整備あり（案２）整備あり（案１）整備なし

啓開路線延⾧啓開路線延⾧啓開路線延⾧
国道296号
国道357号
市川市道
船橋市道
臨港道路

6.8臨港道路0.6

国道296号
国道357号
市川市道
船橋市道
臨港道路

6.8千葉港
（葛南中央地区）

鎌ヶ谷市営
陸上競技場

東葛・
葛南

国道14号
国道126号
(市)千葉港黒砂台線
臨港道路

3.9
国道14号
国道126号
(市)千葉港黒砂台線
臨港道路

3.9
国道14号
国道126号
(市)千葉港黒砂台線
臨港道路

3.9千葉港
（千葉中央地区）県総合

スポーツセンター
千葉
中央

(県)千葉鎌ヶ谷松戸線
(市)中瀬幕張町線2.7(市)千葉臨海線0.6(県)千葉鎌ヶ谷松戸線

(市)中瀬幕張町線2.7
日本コンベンション
センター国際展示場
（幕張メッセ）

－13.4－5.1－13.4計

武石
IC

蘇我IC

整備なしルート、整備あり（案2）
防災拠点

(物資輸送拠点)

(市)中瀬幕張町線
(県)千葉鎌ヶ谷松戸線
啓開延⾧ Ｌ＝2.7km

(市)千葉臨海線
啓開延⾧
Ｌ＝0.6km

IC(案)

対象施設からの30分圏域（整備あり）

＜凡例＞
第３次医療施設
対象施設からの30分圏域（整備なし）

30分カバー面積(㎢)
保健
医療圏 整備あり整備なし

全面積
割合面積割合面積
83%22571％192270千葉

94%17476％142186東葛南部※

55%19733％119358市原

73%59755％453816沿線合計

30分カバー人口(千人)
保健
医療圏 整備あり整備なし

全人口
割合人口割合人口
99%96193％906970千葉

99%147088％13031484東葛南部※

95%25474％199268市原

99%268588％24082723沿線合計

※東葛南部 ・・ 市川市、船橋市、習志野市、浦安市（八千代市除く）

30分カバー面積(㎢)、事業所数（箇所）

物流圏域
整備あり整備なし

事業所全面積 事業所
（割合）

面積
（割合）

事業所
（割合）

面積
（割合）

27,505
（97％）

210
（77%）

21,158
（75％）

96
（35％）28,343271千葉

35,285
（98%）

165
（88%）

9,641
（27％）

47
（25％）35,979187東葛南部※

7,656
（89％）

154
（43%）

0
（0％）

0
（0％）8,566358市原

70,446
（97%）

529
（65％）

30,799
（42％）

143
（18％）72,888816沿線合計 対象施設からの30分圏域（整備あり）

＜凡例＞
千葉港（千葉中央地区）
対象施設からの30分圏域（整備なし）

60分カバー面積(㎢)、事業所数（箇所）

物流圏域
整備あり整備なし

全事業所全面積
事業所
（割合）

面積
（割合）

事業所
（割合）

面積
（割合）

28,103
(99%)

225
(83％)

28,052
(99%)

221
(82％)28,343270千葉

35,691
(99%)

174
(94％)

33,124
(92%)

151
(81％)35,979186東葛南部※

7,730
(90%)

163
(46％)

4,652
(54%)

63
(18％)8,566358市原

71,524
(98%)

563
(69％)

65,828
(90%)

435
(53％)72,888814沿線合計

★
成田空港

★
羽田空港

対象施設からの60分圏域（整備あり）

＜凡例＞
空港
対象施設からの60分圏域（整備なし）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H19 H24 H29 R4 R9 R14 R19 R24 R29

（万トン）
予測値

991

+105%
(約2.05倍)

出典：千葉県港湾統計（令和6年）、千葉港長期構想（平成29年1月）

約20万回増

約100万t 増

【出典】「水防法」に基づく高潮浸水想定について［千葉県HP］
広域防災拠点は、千葉県大規模災害時応援受援計画より

第３回新湾岸道路有識者委員会資料より一部引用
「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

第３回新湾岸道路有識者委員会資料より一部引用
「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

第３回新湾岸道路有識者委員会資料より一部引用
「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

【出典】：令和6年度 首都圏空港道路ネットワーク検討分科会

第３回新湾岸道路有識者委員会資料より一部引用
「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。



案1 湾岸部を通る道路の全線新設

IC位置（案） JCT位置（案）

案1 湾岸部を通る道路の全線新設

出典：国土交通省 国土地理院web
※凡例の内容等を追記
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千葉港

千葉港
千葉中央地区

千葉港
葛南中央地区
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